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トピッ
クス

奈
良
県
農
業
会
議

「
第
58
回
奈
良
県
農
業
委
員
大
会
」を
盛
大
に
開
催

副
会
長
か
ら
。
第
４
号
議
案
「
農
業

者
年
金
の
新
規
加
入
者
確
保
に
関
す

る
申
し
合
わ
せ
決
議
」
を
新
宅
常
任

会
議
員
か
ら
。
第
５
号
議
案
「
『
情

報
提
供
活
動
』
の
強
化
に
関
す
る
申

し
合
わ
せ
決
議
」
を
下
村
常
任
会
議

員
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
全
て
の
決
議
を
満
場
一
致
で
決

議
し
た
ほ
か
、
𠮷
村
常
任
会
議
員
か

ら
大
会
宣
言
の
説
明
が
さ
れ
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

決
議
終
了
後
に
は
、
髙
木
賢
氏
を

講
師
に
む
か
え
「
農
業
委
員
会
組
織

の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

髙
木
氏
は
平
成
10
年
に
農
林
水
産

大
臣
官
房
長
を
。
翌
年
の
平
成
11
年

に
食
糧
庁
長
官
と
な
り
平
成
13
年
に

農
林
水
産
省
を
退
官
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
弁
護
士
の
ほ
か
東
京
農
業
大

学
客
員
教
授
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。
今
回
の
記
念
講
演
は
、

全
国
農
業
会
議
所
が
設
置
す
る
「
農

業
委
員
会
制
度
・
組
織
に
関
す
る
検

討
会
」
の
座
長
と
し
て
の
立
場
か
ら

も
、
「
農
業
委
員
会
は
、
積
み
重
ね

で
成
果
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
の
在
り
方

は
、
地
域
に
目
を
向
け
た
判
断
も
必

要
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待

し
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
農
業
会
議
（
増
井
勲
会
長
・
写

真
）
は
、
平
成
26
年
10
月
25
日
、
桜

井
市
の
「
桜
井
市
民
会
館
」
に
お
い

て
、
近
畿
農
政
局
な
ら
び
に
県
議
会

か
ら
の
来
賓
を
は
じ
め
農
業
委
員
等

関
係
者
約
５
６
０
名
の
出
席
を
得

て
、
「
第
58
回
奈
良
県
農
業
委
員
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
下
農
業

委
員
会
系
統
組
織
の
関
係
者
一
同
の

意
思
統
一
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
し

た
。

　

開
会
に
先
立
ち
増
井
会
長
は
「
政

府
の
規
制
改
革
会
議
や
産
業
競
争
力

会
議
等
で
、
農
業
委
員
会
の
組
織
や

業
務
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
業
委
員
会
の

役
割
や
機
能
が
十
分
発
揮
出
来
る
よ

う
慎
重
か
つ
丁
寧
な
検
討
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
農
業
委
員
会
組
織
の
、

ま
さ
に
今
こ
そ
、
そ
の
役
割
の
発
揮

が
改
め
て
問
わ
れ
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

永
田
副
会
長
が
議
長
を
つ
と
め
議

事
が
進
め
ら
れ
、
第
１
号
議
案
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
お
い
て
国
会
決
議
の
遵
守
を

求
め
る
要
請
決
議
」
を
堀
川
常
任
会

議
員
か
ら
。
第
２
号
議
案
「
農
業
委

員
会
組
織
改
革
に
関
す
る
要
請
決
議

を
飯
田
常
任
会
議
員
か
ら
。
第
３
号

議
案
「
農
地
を
活
か
し
担
い
手
を
応

援
す
る
農
業
委
員
会
の
活
動
強
化
に

関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
」
を
大
西
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開
催
内
容
は
、
第
１
部
で
元
参
議

院
議
員
・
元
林
野
庁
長
官
で
、
す
か

い
ら
ー
く
フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
研
究

所
理
事
長
の
入
澤
肇
氏
に
よ
る
「
農

業
・
農
村
を
発
展
さ
せ
る
農
業
委
員

会
組
織
・
制
度
改
革
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
と
題
し
た
講
演
や
、
二
市
町

の
農
業
委
員
会
か
ら
、
農
地
中
間
管

理
事
業
を
活
用
し
た
担
い
手
へ
の
利

用
集
積
や
遊
休
農
地
対
策
の
取
り
組

み
に
関
す
る
活
動
事
例
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
第
２
部
と
し
て
、

組
織
・
制
度
の
見
直
し
や
基
本
農
政

の
確
立
と
施
策
推
進
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関

す
る
３
要
請
決
議
と
、
農
業
委
員
会

組
織
活
動
と
情
報
活
動
の
強
化
に
関

す
る
２
申
し
合
わ
せ
決
議
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
「
農
業
委
員

会
組
織
・
制
度
見
直
し
に
関
す
る

要
請
決
議
案
」
で
は
、
参
加
者
か
ら

公
選
制
の
維
持
を
求
め
る
強
い
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
二
田
会
長
は
、

「
私
た
ち
の
代
表
者
は
私
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
選
ぶ
」
と
強
調
。
透
明
性

の
あ
る
手
続
き
で
地
域
の
農
業
者
の

信
任
を
得
た
代
表
制
を
確
保
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
理
解
を
求
め
ま

し
た
。

　

本
年
７
月
６
日
を
中
心
に
実
施
さ

れ
た
第
22
回
農
業
委
員
統
一
選
挙
後

に
お
け
る
農
業
委
員
会
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
、
全
国
農
業
会
議
所
が

市
町
村
農
業
委
員
会
か
ら
報
告
を
受

け
た
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
奈
良
県
下
の
状
況
は
、
３
年
前

の
同
時
期
と
比
べ
、
農
業
委
員
会
数

で
同
数
。
農
業
委
員
総
数
で
８
人
増
。

女
性
農
業
委
員
数
で
８
人
増
。
認
定

農
業
者
農
業
委
員
で
２
人
増
な
ど
と

な
り
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

農
業
委
員
会
・
農
業
委
員
数

・
農
業
委
員
会
数
は
37
、
農
業
委
員

の
総
数
は
６
６
５
人
（
全
国
：
農
業

委
員
会
数
は
１
，
７
０
８
、
農
業
委

員
総
数
は
３
５
，
６
３
５
人
）。

・
選
挙
委
員
は
４
８
１
人
、
選
任
委

員
は
１
８
４
人
（
全
国
：
選
挙
委
員

は
２
６
，
７
３
３
人
、
選
任
委
員
は

８
，
９
０
２
人
）

女
性
農
業
委
員

・
女
性
農
業
委
員
が
い
る
農
業
委
員

　

平
成
26
年
12
月
４
日（
木
）東
京
都

千
代
田
区
の
「
日
比
谷
公
会
堂
」
に

お
い
て
、
平
成
26
年
度
全
国
農
業
委

員
会
会
長
代
表
者
集
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
全
国
農
業
会
議
所
の
主
催

に
よ
り
、
全
国
の
市
町
村
農
業
委
員

会
会
長
な
ら
び
に
都
道
府
県
農
業
会

議
役
職
員
等
約
１
千
人
が
集
い
、
本

県
か
ら
も
18
市
町
村
か
ら
農
業
委
員

会
長
ほ
か
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
全
国
農
業
会
議
所
の
二
田

孝
治
会
長
は
、
「
制
度
改
革
の
状
況

は
決
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
。
農
業

現
場
の
意
向
を
反
映
し
た
制
度
改
正

と
す
る
た
め
、
実
態
に
合
っ
た
対
策

を
全
力
で
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

「
平
成
26
年
度
第
２
回
奈

良
県
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
講
演
会
」の
参
加
者

募
集
の
お
知
ら
せ

会
数
は
18
【
48
・
６
％
】（
全
国
：
女

性
農
業
委
員
が
い
る
農
業
委
員
会
数

は
１
，
１
７
９
【
69
・
0
％
】）

・
女
性
農
業
委
員
数
は
23
人
【
3.5
％
】

（
全
国
：
女
性
農
業
委
員
数
は
２
，

５
７
２
人
【
7.2
％
】）

認
定
農
業
者
農
業
委
員

・
認
定
農
業
者
農
業
委
員
が
い
る
農

業
委
員
会
数
は
21
【
56
・
８
％
】（
全

国
：
認
定
農
業
者
農
業
委
員
が
い

る
農
業
委
員
会
数
は
１
，
４
３
２

【
83
・
８
％
】）

・
認
定
農
業
者
農
業
委
員
数
は
５
８

人
【
8.7
％
】（
全
国
：
認
定
農
業
者

農
業
委
員
数
は
１
０
，
３
１
２
人

【
28
・
９
％
】）

統
一
選
挙
の
実
施
状
況

・
統
一
選
挙
を
実
施
し
た
委
員
会
は

30
【
81
・
１
％
】（
全
国
：
統
一
選
挙

を
実
施
し
た
委
員
会
は
１
，
０
１
５

【
59
・
４
％
】）

・
投
票
を
行
っ
た
農
業
委
員
会
は
２

【
6.7
％
】（
全
国
：
投
票
を
行
っ
た
農

業
委
員
会
は
83
【
8.2
％
】）

　

奈
良
県
で
は（
株
）サ
ン
ク
ゼ
ー
ル
代

表
取
締
役
の
久
世
良
三
氏
を
講
師
に

お
招
き
し
、講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ペ
ン
シ
ョン
経
営
か
ら
始
ま
り
、ジ
ャ
ム

の
製
造
、レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
、ワ
イ
ン
造

り
を
経
て
、全
国
に
50
以
上
の
直
営
店

で
商
品
を
販
売
す
る
人
気
ブ
ラ
ン
ド
ま

で
育
て
た
そ
の
経
験
を
基
に
、商
品
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

久
世
氏
の
講
演
以
外
に
も
、県
内
の

農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
地
域
資
源
を

活
用
し
た
商
品
開
発
な
ど
の
実
践
事

例
発
表
や
、６
次
産
業
化
、農
商
工
連

携
等
の
取
組
者
の
商
品
展
示
な
ど
も

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
申
込
み
に
つ
い
て
は
、問
い
合
わ

せ
先
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時

　

平
成
27
年
２
月
６
日（
金
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
20
分

場
所

  

奈
良
商
工
会
議
所　

５
階
大
ホ
ー
ル

講
師

　
（
株
）サ
ン
ク
ゼ
ー
ル

　

代
表
取
締
役 

久
世
良
三 

氏

「
は
じ
ま
り
は
手
作
り
ジ
ャ
ム　

サ
ン
ク

ゼ
ー
ル
の
商
品
開
発
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の

取
組（
仮
）」

申
込
受
付

　

平
成
27
年
1
月
30
日（
金
）ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
農
林
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

　

販
売・流
通
係

　

電
話
０
７
４
２‒

２
７‒

５
４
２
７

平
成
26
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会
長

代
表
者
集
会
が
開
催

「
第
22
回
農
業
委
員
統
一
選
挙
後
の
全

農
業
委
員
会
の
体
制
等
に
関
す
る
状

況
調
査
」結
果
ま
と
ま
る
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長
産
業
と
し
て
維
持
・
発
展
さ
せ

る
こ
と
で
、
農
業
者
の
所
得
を
増

や
し
、
農
業
・
農
村
を
元
気
に
す

る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
農
業
委
員
会
組
織

は
、
農
業
・
農
村
の
支
援
組
織
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
も
「
土
地
（
農

地
）
と
人
（
担
い
手
）
」
の
対
策

を
中
心
に
そ
の
役
割
を
発
揮
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め

に
は
、
農
業
委
員
会
の
適
正
な
組

織
体
制
と
市
町
村
・
都
道
府
県
・

全
国
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維

持
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

農
業
委
員
会
の
制
度
・
組
織
の

あ
り
方
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て

は
、
農
業
・
農
村
の
再
構
築
に
向

け
そ
の
役
割
・
機
能
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
、
下
記
事
項
に
関

し
慎
重
に
検
討
賜
る
よ
う
要
請
す

る
。

記

１
．
「
代
表
制
」
を
担
保
す
る
公

選
制
あ
る
い
は
同
様
の
仕
組
み
の

検
討

　

地
域
か
ら
「
代
表
」
と
し
て
選

ば
れ
、
地
域
か
ら
信
任
を
得
た
農

業
委
員
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
貴

重
な
資
源
で
あ
る
農
地
の
権
利
移

転
な
ど
の
仕
事
に
邁
進
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
「
公
選
制
」
の
廃
止

に
あ
た
る
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
交
渉
に
あ
た
っ
て
は

左
記
事
項
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
要

請
す
る
。

記

１
．
米
、
麦
、
牛
肉
・
豚
肉
、
乳

製
品
、
甘
味
資
源
作
物
な
ど
わ
が

国
農
業
に
お
け
る
重
要
品
目
に
つ

い
て
は
、
関
税
撤
廃
の
除
外
対
象

と
す
る
こ
と
。

２
．
残
留
農
薬
、
食
品
添
加
物
、

遺
伝
子
組
換
え
食
品
・
種
子
の
規

制
、
輸
入
原
材
料
の
原
産
地
表

示
、　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
係
る
牛
肉
の
輸

入
措
置
等
、
国
民
の
食
の
安
全
・

安
心
及
び
食
料
の
安
定
生
産
を
確

保
す
る
こ
と
。

３
．
交
渉
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い

て
広
く
国
民
に
情
報
開
示
を
徹
底

し
、
幅
広
い
議
論
が
行
わ
れ
る
よ

う
措
置
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の

不
安
に
対
し
て
説
明
責
任
を
果
た

す
こ
と
。

「
農
業
委
員
会
組
織
改
革
に
関
す

る
要
請
」

　

農
業
・
農
村
の
置
か
れ
た
厳
し

い
状
況
を
打
破
し
、
農
地
の
利
用

集
積
を
促
進
し
つ
つ
、
農
業
を
成

　

奈
良
県
農
業
会
議
は
、
農
業
委
員

大
会
で
の
決
議
を
受
け
、
10
月
27
日

に
県
選
出
国
会
議
員
の
先
生
方
に
要

請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
請
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
国
会
決

議
の
遵
守
を
求
め
る
要
請
」

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
は
、
米

国
が
掲
げ
る
11
月
の
大
筋
合
意
を

実
現
す
る
た
め
各
国
の
閣
僚
等
に

よ
る
会
合
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
交

渉
妥
結
に
向
け
た
気
運
が
急
速
に

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参

加
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
４
月
に

衆
議
院
お
よ
び
参
議
院
の
農
林
水

産
委
員
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た

「
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
交
渉
参
加
に
関

す
る
決
議
」
を
遵
守
し
、
国
益
を

守
る
必
要
が
あ
る
。

  

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
関
税
の
撤

廃
は
、
農
耕
民
族
の
文
化
と
し
て

培
わ
れ
て
き
た
国
土
保
全
の
意
識

を
根
底
か
ら
覆
す
こ
と
に
も
つ
な

が
り
か
ね
な
い
問
題
と
も
な
り
、

わ
が
国
の
農
林
水
産
業
に
も
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
深
刻
な
打
撃
を

与
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
は
、
国
民
の
食
と
暮
ら

し
・
い
の
ち
に
関
わ
る
問
題
だ
と

認
識
し
た
う
え
で
、
今
後
の
交
渉

「
食
農
体
験
ツ
ア
ー
i
n

奈
良
」を
開
催
！

こ
ん
に
ゃ
く
芋
の
収
穫
と

手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
体
験

奈
良
県
農
業
会
議
が「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
国
会
決
議
の
遵
守
を
求
め
る
要
請
」

「
農
業
委
員
会
組
織
改
革
に
関
す
る
要
請
」を
実
施

に
は
反
対
で
あ
る
。
国
で
検
討
さ

れ
て
い
る
市
町
村
長
の
選
任
制
へ

移
行
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
地

域
・
集
落
に
お
け
る
農
業
者
の
代

表
者
が
必
ず
過
半
数
農
業
委
員
に

選
任
さ
れ
る
仕
組
み
を
検
討
す
る

こ
と
。

２
．
「
意
見
の
公
表
、
行
政
庁
へ

の
建
議
」
等
の
機
能
の
維
持

　

「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
」
に
法
定
さ
れ
て
い
る
「
意
見

の
公
表
、
建
議
、
諮
問
答
申
」
の

機
能
は
、
農
業
者
の
代
表
で
あ
る

農
業
委
員
会
の
意
見
を
行
政
庁
の

農
業
施
策
に
反
映
さ
せ
る
正
規
の

手
法
と
し
て
極
め
て
重
要
な
も
の

で
あ
り
、
こ
の
機
能
の
維
持
に
向

け
検
討
す
る
こ
と
。

３
．
法
律
に
基
づ
く
「
都
道
府
県

農
業
会
議
・
全
国
農
業
会
議
所
」

の
系
統
性
の
確
保

　

都
道
府
県
農
業
会
議
や
全
国
農

業
会
議
所
は
、
農
業
委
員
会
活
動

を
日
常
的
に
支
え
る
組
織
と
し
て

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
３
段
階
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
た

め
、
引
き
続
き
「
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
」
に
お
け
る
系
統

性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
農
地

の
確
保
と
有
効
利
用
、
担
い
手
の

育
成
と
確
保
に
向
け
た
機
能
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

奈
良
県
農
業
会
議
で
は
、
農
業
サ

イ
ド
か
ら
県
産
農
産
物
の
魅
力
や
農

業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
食
農
教
育
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
食
農
体
験
ツ
ア
ー
は
、
三

郷
町
農
業
委
員
会
の
下
村
会
長
を
は

じ
め
事
務
局
職
員
並
び
に
（
株
）
農

業
公
園
信
貴
山
の
ど
か
村
の
奥
田
社

長
ほ
か
の
み
な
さ
ん
に
協
力
頂
き
、

11
月
２
日
に
奈
良
県
農
業
会
議
と
三

郷
町
農
業
委
員
会
・
奈
良
県
農
業
法

人
協
会
と
の
共
催
で
開
催
し
、
当
日

は
抽
選
で
選
ば
れ
た
消
費
者
の
方
な

ど
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

  

料
理
体
験
で
は
、
手
作
り
こ
ん

に
ゃ
く
を
体
験
し
ま
し
た
。
出
来
上

が
っ
た
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
お
土
産
と

し
て
参
加
者
に
お
持
ち
帰
り
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
収
穫
体
験
で
は
、
三
郷

町
農
業
委
員
会
が
遊
休
農
地
解
消
対

策
の
一
環
で
栽
培
す
る
こ
ん
に
ゃ
く

芋
を
、
町
内
の
ほ
場
に
て
農
業
委
員

会
か
ら
の
説
明
・
指
導
の
も
と
収
穫

し
ま
し
た
。

  

午
後
か
ら
は
、
信
貴
山
の
ど
か
村

の
社
長
か
ら
、
同
法
人
が
取
り
組
む

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
頂
い
た
ほ
か
、
同
法
人
の
こ
ん

に
ゃ
く
加
工
施
設
や
直
売
所
な
ど
を

見
学
し
て
頂
き
ま
し
た
。

  

参
加
者
か
ら
「
こ
の
よ
う
な
機
会

が
あ
れ
ば
、
ま
た
参
加
し
た
い
」
と

大
好
評
で
し
た
。
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農
業
会
議
だ
よ
り

《
全
国
農
業
図
書　

新
刊
紹
介
》

◎
農
地
制
度
実
務
要
覧　

改
訂
２
版

　

法
律
の
条
文
ご
と
に
、政
令・省
令
だ
け
で
な
く
、関
係
す
る

通
知
を
１
か
所
に
ま
と
め
て
お
り
、「
知
り
た
い
こ
と
が
芋
づ
る

式
に
分
か
って
便
利
」と
好
評
で
す
。

　

平
成
25
年
末
の
農
地
制
度
改
正
と
農
地
中
間
管
理
機
構
法

の
制
定
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

農
委
法
か
ら
農
地
法
、基
盤
法
、機
構
法
、農
振
法
、特
定
農

地
貸
付
法
、市
民
農
園
法
ま
で
、こ
れ
１
冊
で
農
地
制
度
の
全

体
像
が
分
か
る
農
地
行
政
の
実
務
者
に
必
携
の
図
書
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
8
，
0
0
0
円
税
込
み
・
送
料
実
費

◎
農
業
者
年
金
加
入
推
進
事
例
集
v
o
l
・
７

　

加
入
推
進
者
への
イ
ン
タ
ビュ
ー
、親
子
や
夫
婦
で
の
加
入
者
へ

の
生
の
声
を
盛
り
込
み
、内
容
が
充
実
し
ま
し
た
。

　

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
農
業

委
員
会・Ｊ
Ａ
の
取
組
事
例
は
、制
度
の
周
知
や
加
入
対
象
者

を
勧
奨
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、知
恵
や
工
夫
が
凝
縮
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、農
村
現
場
の
生
の
声
は
加
入
推
進
に
携
わ
る
皆
様
の

大
き
な
励
み
に
な
る
も
の
で
す
。

　

農
業
委
員
会
関
係
者
、加
入
推
進
部
長
、Ｊ
Ａ
関
係
者
関
係

者
等
に
活
用
し
て
ほ
し
い一冊
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7
2
0
円
税
込
み
・
送
料
実
費

《
県
農
業
会
議
関
係
会
議
日
程
》

１
月
９
日
・
常
任
会
議
員
会
議

２
月
２
日
・
常
任
会
議
員
会
議

３
月
２
日
・
常
任
会
議
員
会
議

３
月
23
日
・
奈
良
県
農
業
会
議
第
１
１
７
回
通
常
総
会

宇
陀
市
農
業
委
員
会 

会
長

下
村　

雅
清

　

宇
陀
市
は
奈
良
県
の
北
東
部
、
大

和
高
原
地
域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

内
陸
性
気
候
で
、
冬
は
寒
さ
が
厳
し

い
で
す
が
夏
は
冷
涼
で
す
。
こ
の
自

然
の
中
で
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、
白
菜
、

宇
陀
金
ゴ
ボ
ウ
、
椎
茸
、
ダ
リ
ア
、

牛
肉
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
主

要
な
農
産
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
当
市
に
お
い
て
も
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
に
よ
る
遊
休
農
地
の

増
加
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
将
来
の
展
望
が
見
い
だ
せ
な
い

地
域
も
存
在
し
て
い
ま
す
。
農
業
委

員
の
任
期
は
来
年
７
月
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、
現
在
35
名
の
委
員
は
３
部

門
に
構
成
さ
れ
、
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
主
と
し
て
農
政
部
門
は
条
例

や
規
則
等
に
関
す
る
こ
と
や
、
研
修

会
の
企
画
等
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
農
地
部
門
は
遊
休
農
地
対
策
や

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
農
地
意
向
調

査
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
産
部
門
は
特
産
品
の
ブ
ラ
ン

ド
化
の
推
進
に
よ
り
農
業
経
営
の
安

定
と
と
も
に
遊
休
農
地
の
有
効
利

用
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携

を
し
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
今
年
度
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
10
月
25
、
26
日
の
二
日

間
、
市
主
催
で
開
催
さ
れ
た
、
う
だ

産
フ
ェ
ス
タ
に
お
い
て
、
「
農
業
委

員
会
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
、

遊
休
農
地
に
関
す
る
相
談
や
農
業
者

年
金
の
加
入
促
進
及
び
全
国
農
業
新

聞
の
購
読
促
進
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

国
に
お
い
て
は
農
業
委
員
の
公
選

制
を
廃
止
し
市
町
村
長
の
選
任
制
に

変
更
す
る
こ
と
。
農
業
委
員
数
を
現

行
の
半
分
程
度
と
し
、
新
た
に
（
仮

称
）
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

設
置
す
る
こ
と
。
な
ど
農
業
委
員
会

を
と
り
ま
く
情
勢
は
、
日
々
刻
々
と

変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
今
後
の
動
向
を

注
視
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
農
地
基
本
台
帳
の
法
定

化
や
農
地
デ
ー
タ
の
公
表
、
遊
休
農

地
に
お
け
る
利
用
意
向
調
査
な
ど
農

業
委
員
会
が
果
た
す
べ
き
使
命
や
役

割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
農
業
委
員
は
常
に
見
聞

を
広
め
直
面
す
る
課
題
を
克
服
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。

平
成
26
年
度　

第
2
回

　
「
日
本
農
業
技
術
検
定
」

　
　
　
　

が
実
施
さ
れ
る

"農“
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

平
成
26
年
度
の
第
２
回
「
日
本
農
業
技

術
検
定
」
が
、
12
月
13
日
（
土
）
に
橿
原

市
小
房
町
「
か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル
」
の

会
場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

  

同
会
場
に
は
、
農
の
雇
用
事
業
研
修
生

や
一
般
の
方
34
人
か
ら
申
し
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。
う
ち
、
１
級
は
４
人
、
２
級
は

11
人
、
３
級
は
19
人
の
内
訳
で
す
。

  

こ
の
検
定
は
、
日
本
農
業
技
術
検
定
協

会
（
事
務
局
：
全
国
農
業
会
議
所
）
に
よ

り
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
１
級
は
、

農
業
の
高
度
な
知
識･

技
術
を
習
得
し
て

い
る
実
践
レ
ベ
ル
で
60
問
。
２
級
は
、
農

作
物
の
栽
培
管
理
等
が
可
能
な
基
本
レ
ベ

ル
で
50
問
。
３
級
は
、
農
作
業
の
意
味
が

理
解
で
き
る
入
門
レ
ベ
ル
で
50
問
の
マ
ー

ク
シ
ー
ト
方
式
に
よ
る
学
科
試
験
と
な
っ

て
い
ま
す
。

  

毎
年
２
回
実
施
さ
れ
て
お
り
、
７
月
19

日
に
実
施
さ
れ
た
第
１
回
目
に
は
、
２
級

は
５
人
（
う
ち
一
般
が
４
人
）
が
受
検

し
、
３
人
が
合
格
。
３
級
は
15
人
（
う
ち

一
般
が
４
人
）
が
受
検
し
、
14
人
が
合
格

し
ま
し
た
。

  

今
回
は
、
県
農
業
大
学
校
が
移
転
整
備

中
の
た
め
、
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。
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